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今日 お話したいこと

1. 地層処分を考える中学生サミット

2. 生徒たちの対話より

3. 若い世代の対話から見えたこと

4. 結論



●高レベル放射性廃棄物の処分には超長期の不確実性

 が伴う。

●地層処分自体、100年以上の長い年月を要する事業。

●最終処分地の選定、処分場建設、高レベル放射性廃棄  

物の搬入、施設の閉鎖時点では、法律制定時点とは

社会情勢が大きく変わっていることも予想される。

その時点の政策判断は、

次の世代に委ねることになる。



1. 地層処分を考える中学生サミット



放射性廃棄物の処分問題
ドキュメンタリー映画
『100,000年後の安全』
以来の問題意識

原発を止めようが続けようが放射性廃棄物はある。
⇒原子力推進派、原子力反対派が
共有できる課題ではないか？



大人はこれまで解決できなかった

中学生サミット

どうするぅ！？核のごみ

２０１１年よりほぼ毎年開催



中高生が真剣に話し合う



中学生サミットへの同行取材実績

2016年度（2017年1月） 瑞浪超深地層研究所＆名古屋（同行取材）

2017年度（2017年12月）瑞浪超深地層研究所＆名古屋（同行取材）

2018年度（2018年1月） 六ヶ所村原子燃料サイクル施設＆東京（同行取材）

2019年度（2019年8月） 瑞浪超深地層研究所＆京都（同行取材）

2020年度（2020年10月）オンライン座談会（ファシリテーターとして参加）

2021年度（2021年12月）京都＆福井（オンライン参加）

2022年度（2022年8月） 北海道神恵内村（同行取材）

2023年度（2023年11月）北海道神恵内村（同行できず）

2024年度（2024年11月）北海道神恵内村（同行取材）



中学生サミットの特徴

①現地に行って自分の目で見る

②地層処分の基礎知識を学ぶ

③生徒の、生徒による、生徒のための対話

④問題が「自分ごと」化して、協創の輪が広がる



中学生サミットの特徴 その①

現地に行って
自分の目で見る



「核のごみ」を
地下深くに埋める？

地下に
実際に行って見る。



地下500メートルの
研究坑道に入る。



六ヶ所村の核燃料
関連施設を見学
（2018年12月）

泊発電所見学
（2022年～2024年）

泊村公式ホームページより



中学生サミットの特徴 その②

地層処分の
基礎知識を学ぶ



「核のごみ」の地層処分って何？

出典：原子力発電環境整備機構（ＮＵＭＯ）



なぜ地層処分？ほかに方法はないのか？

出典：原子力発電環境整備機構（ＮＵＭＯ）



中学生の声 「核のごみ」なんて
考えたこともなかった。

学校で
そんなこと
習わない。

最終処分場が
決まってない
なんて！

なぜ、今まで放っておいたの？？

NUMO？？
聞いたことない。



2017年7月
経産省から
科学的特性マップ
公表

オレンジはＮＧ
シルバーもＮＧ
薄い緑はＯＫ

濃い緑は輸送面でも好
ましい

出典：原子力発電環境整備機構（ＮＵＭＯ）



中学生の声

この地図には

何が
示されているの？

沿岸部ならだいたいOK
ということなんですか？！
もっと絞り込めないの？



中学生サミットの特徴 その③

生徒の
生徒による
生徒のための対話



２．生徒たちの対話より



印象に残る言葉①

「六ヶ所村でいい」

「首都圏に埋めるべき」

全く盛り上がらないように見えるディスカッションも、近づいてみると、隣の席の

生徒と小声で大胆な意見を交わしていた。大人の目からは未熟に見える議論も

生徒のありのままの姿であり、本人たちは結構楽しんでいた。後で聞くと、

ディベートよりも自分の意見を述べる方が難しいとのことだった。（２０１６年度）



中学生サミット２０１８ in 東京より

まずはお互いを知ることから



印象に残る言葉②

「京都にだけは埋めてはいけない」

「もしも自分が自治体の首長だったら最終処分場を受け入れるか？」
という想定で対話セッションが行われ、京都の生徒たちがこう発言。
単に自宅の近くはイヤだというよりは京都という価値への誇りが
感じられたが、NIMBY（Not in my back yard）の主張の典型例と言える。

（2018年度）



中学生サミット２０１９ in 京都より

ＮＩＭＢＹ？
“Not In My Back Yard”

最終処分場は
必要だと思う。
しかし、
自分の家の
近所はイヤ。



印象に残る言葉③

「人間の話し合いで
決められないなら
AIに決めてもらうしかない」

翌年、その京都で開催された「中学生サミット」で、「最終処分場を
どこにすればよいか」をテーマにグループごとに話し合った際に出た意見。
他の生徒たちは拒絶反応を示さずに耳を傾けていた。
今思えば、時代を先取りした意見だった。（2019年度）



中学生サミット２０１９ in 京都より



印象に残る言葉④

「このまま終わっていいんですか？」

京都での「中学生サミット」終盤で司会の生徒が会場に投げかけた言葉。

会場の生徒から自分たちで授業をやるのはどうかという提案が出たのを受けて、

司会の生徒は会場の意見を募り、キャッチフレーズを迅速にまとめた。

このKyoto Call以来、結論は出さないが、話し合いを踏まえた宣言を掲げるのが、

「中学生サミット」の恒例となった。（2019年度）



「Kyoto Call」

各校での活動継続を決意！

みんなでやりましょう！
私たちの手で
私たちの授業を！
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「Kyoto Call」を採択し閉幕

各校での活動継続を決意！



中学生サミットの特徴 その④

問題が「自分ごと」化して、
協創の輪が広がる



印象に残る言葉⑤

「もう少しホワホワっと聞いてくれたら
質問しやすくなる」

M（高2,福井）： 何か原子力関連のニュースがあると周りの友だちに話をしようと

  するんだけど、「また原発の話？」と煙たがられてしまう。何か質問
  してくれると嬉しいのに・・・。

Ｏ（中2, 京都）：何か質問してみたいけど、知識があまりないので、こんなこと聞いて

  どうなのかと不安になる。知識がある人も、もう少しホワホワっと

した感じで聞いてくれたら、質問しやすくなるんじゃないかと思う。

（2022年度）



2022年には「Kamoenai Call」を採択

つなげよう。
ホワホワな話し合いで
物語のバトンを



印象に残る言葉⑥

「日本を仲間に モヤモヤの種をまこう」

Hokkaido Callとしてまとめられた文言。より多くの人々が高レベル放射性廃棄物
の処分問題を考えること、国民的議論が必要だという思いがにじみ出ている。

泊発電所見学、神恵内村で民宿を営む住民との対話、NUMOの神恵内村事務所

での質疑応答などを経て、翌日、全体ディスカッションのファシリテーターを務めた

中学生サミットOGの女子学生3人は、生徒同士の話し合いの途中から、大人にも

参加と発言を促した。（２０２４年度）



３．若い世代の対話から見えたこと



若い世代の対話から見えたこと

①参加のきっかけは好奇心

②問題を知って以来「モヤモヤ」する

③「正解のない問題」に向き合う面白さ

④対話が年々レベルアップ

⑤神恵内村に足を運んでみたら

⑥現行制度の課題が浮き彫りに

⑦「大人と一緒に考えたい」
※2024年11月から12月にかけて、かつて中学生サミットに

参加した大学生7人に追跡取材



若い世代の対話から見えたこと①

参加のきっかけは好奇心

●周囲の大人の声掛けと「面白そうだ」という好奇心が

きっかけで中学生サミットに参加。

●参加して実際に「面白い」と感じた生徒の中から

リピーターが出ている。



若い世代の対話から見えたこと②

問題を知って以来「モヤモヤ」する

地層処分そのものの是非
最終処分地の選択＆NIMBY問題

高レベル放射性廃棄物の処分問題が簡単には解決できない難題
であることに気づき、現行の地層処分政策への疑問も含めた
「モヤモヤ」した気持ちを抱えることになる。



若い世代の対話から見えたこと③

「正解のない問題」に向き合う面白さ

●自分の中の「モヤモヤ」した思いや考えが、他の生徒たち

との対話を通じてアップデートされていくことを「楽しい」と

  感じており、「もっと話し合う時間がほしかった」という。

●「正解のない問題」や対話への目覚めは、その後の進学や

将来のビジョンにも影響している。



若い世代の対話から見えたこと④

対話が年々レベルアップ

●主催者側の経験の積み重ねによる企画の工夫

●年長者の生徒がファシリテーターなどの立場で

 生徒たちの対話をリード



若い世代の対話から見えたこと⑤

神恵内村に足を運んでみたら

文献調査が行われていた神恵内村は
人口わずか700人余りでコンビニもなかった。

それ以来、おのずと高レベル放射性廃棄物の処分問題の

認知度の向上と国民的議論の醸成に焦点を当てた対話が

行われるようになった。



若い世代の対話から見えたこと⑥

現行制度の課題が浮き彫りに

●六ヶ所村に貯蔵されているガラス固化体は2045年までに
搬出する約束になっているが、間に合わないのではないか？
●NIMBY問題をどう乗り越えればいいのか？
●過疎の文献調査地の住民だけが対話している？

若い世代にとっては生まれる前に定められた最終処分法に
基づく現行の地層処分政策を見直す契機にもなり得る。



若い世代の対話から見えたこと⑦

「大人と一緒に考えたい」

●大人が次世代に「正解」を教え込もうとすることではなく、逆に、

 解決を次世代に丸投げすることでもない。

●年長者としての知見を活かしつつ、現行の地層処分政策に

  とらわれることなく、若い世代と対等な立場で対話することが 

有益だと考えられる。



●高レベル放射性廃棄物の処分には超長期の不確実性

 が伴う。

●地層処分自体、100年以上の長い年月を要する事業。

●最終処分地の選定、処分場建設、高レベル放射性廃棄  

物の搬入、施設の閉鎖時点では、法律制定時点とは

社会情勢が大きく変わっていることも予想される。

その時点の政策判断は、

次の世代に委ねることになる。
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２．結論



高レベル放射性廃棄物の処分問題に
取り組むには・・・

①次世代の人材育成が必要

②「世代間対話」が必要

③現行制度の課題を受けとめるべき

④対話の模索で健全な社会を



①次世代の人材育成が必要

現行の地層処分制度を次世代に伝達するだけでなく、

将来の社会状況に応じて、過去の決定事項を見直し、

法改正も視野に、その時点で最も適切な意思決定を

する能力を持った次世代の人材を育てる必要がある。



②「世代間対話」が必要

次世代を育成するためにも、

高レベル放射性廃棄物の処分について、

若い世代との「世代間対話」を継続的に

積み重ね、一緒に考えていく必要がある。

そのような対話の記録を制度化して

その制度を維持・継承すべき（寺本2021）



③現行制度の課題を受けとめる必要

一方で、若い世代の対話から

「大人」世代が学ぶところも多々ある。

若い世代の問題提起から、現行の

地層処分政策の課題が浮き彫りになっている。

「大人」世代は決定事項にこだわりすぎることなく、

課題を受けとめて、方向性を示す必要がある。



④対話の模索で健全な社会を

高レベル放射性廃棄物の処分という難問と

真摯に向き合い、対話を通じて衆知を結集することは、

たとえ、すぐには課題が解決しなくても、

対話の可能性を模索し健全な社会を築くうえでも

有意義ではないか。



ご清聴ありがとうございました
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